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令和５年度余市町地域おこし協力隊の活動内容について、余市町地域おこし協力隊設置要綱第８条

第２号の規定により、その実績として関係書類を添えて報告致します。 

 

令和５年度も観光協会物販店舗用新商品開発、販売と催事の企画、ＰＲ、実施を主に活動しま 

した。 

 

1. 令和５年度の主な活動内容 

（1） 新商品開発と販売 

4月末～11月上旬 

〇「よいちのお菓子コーナー」をエルラプラザと道の駅に新たに設置し 

町内４つの事業所と余市産食材を使用したスイーツを販売 

〇4月末より余市産りんごを使用した「よいちりんごケーキ」を発売開始 

町内 4事業所が参加した「よいちのお菓子コーナー」  宮野果樹園のりんごを使用して製造 

4月中旬から 11月上旬まで設置。余市産の果物     した新商品。1番人気のおみやげに 

も食材として使われています             なりました 

 

 



 

〇新コーナーと新商品をＨＴＢ北海道テレビなどで有料広告出稿および取材対応 

  2023年 4月 26日北海道新聞・朝刊広告出稿    2023年４月 29日北海道新聞朝刊・小樽/後志面 

2023年 5月から HTB北海道テレビ youtubeチャンネルで公開中。地上波「イチモニ！」でも告知いただく 

 

9月中旬～10月中旬 

〇新藤観光農園の希少なぶどう「紅伊豆」を使用し、日々菓子店とコラボして完成した新商品スイ

ーツ 2種のＰＲ 

2023年 9月 21日北海道新聞朝刊・小樽/後志面 



 

12月～2024年 3月 

〇「北海道余市ひる貝カレー」企画、製造、販売ＰＲ 

 2023年 10月から、下國 伸シェフに監修を依頼し、余市町民には馴染み深いひる貝を使用した 

レトルトパックカレーの企画、製造を行いました。漁獲量が減り希少な貝となったひる貝を余市

漁業協同組合に確保してもらうのが一番大変でしたが、なんとか半年をかけて 2024 年 3 月 21 日

よりご当地カレーとして発売をすることができました 

         

余市町民のソウルフードをレトルトパックにしました  2024年 3月 16日北海道新聞朝刊・小樽/後志面 

 

 〇南保留太郎商店の燻製甘えびを使用したせんべいの企画、製造、販売ＰＲ準備 

  これまでスイーツ系の商品をおみやげ箱菓子や地元事業所とのコラボで展開してきましたが、新たに 

南保さんの燻製甘エビを使用したせんべいを開発し、2024年ＧＷからの発売予定しています 

昨年開発し、1番人気のおみやげ箱菓子となった「よいちり

んごケーキ」製造メーカーとの開発企画第 2 弾の新商品で

す。しょっぱい系のやめられない、止まらないスナックせ

んべいです。 

札幌の食品会社で、下國シェフと試食会の様子 



  

〇エルラプラザ限定アップルパイ新商品開発、販売ＰＲ準備 

    3月 30日（土）、31日（日）先行発売。繁忙期のエルラプラザの話題作りおよびアップルパイの 

ＰＲを兼ねた 4月 27日（土）からエルラプラザにて土日祝日の数量限定で発売するりんごの甘 

煮２倍を上下パイ生地で挟んだ「アップル倍」の開発、販売ＰＲ準備 

 

（２） 催事への積極的参加 

１、さっぽろテレビ塔（7月、9月） 

余市産（さくらんぼ、ぶどう、りんご）の販売 

7月のさくらんぼ販売      9月末の希少品種ぶどう販売の様子 

2回の開催ともＨＢＣラジオ番組での告知効果で行列ができて盛況に終わりました 

 

 

 

 

エルラプラザとアップルパイのＰＲを兼ねた限定品 



 

２、鹿児島山形屋（11月） 

今年はアップルパイの実演販売とりんごジュースやドライりんごなどりんご関連 

関連商品も販売しました 

  催事 3日目からは午後に焼きが間に合わず個数制限（1人 2個まで）を付けて販売する時間帯 

  もあり今回も鹿児島のお客様には喜んでいただくことができました 

 

 

 

３、札幌地下歩行空間（11月 24日、25日）：余市商工会議所主催の催事 

ＨＢＣラジオでの告知のほか、ＳＴＶ札幌テレビの取材も入り告知効果で 2日間ともたくさんのお客様に来

ていただきました。今回の特記事項はりんご 150個が 1時間経たず売切れとなったことと、商品数が増えた

Yoichiタータングッズは昨年の約 4倍の売上げとなり、2日間の総売上も昨年の約 2倍上げることができ 

ました 

 

 

 



 

（３）全国旅行支援クーポン活用 

〇「ほっかいどう応援クーポン」を物販３店舗で利用登録 

〇トラブル対応、換金手続き、クーポン利用先の宿泊施設や旅行会社の集計 

〇分析を通じた店舗運営の改善策の提案 

2023年 1月から商品券のようなクーポンから携帯などに取り込む電子クーポンに変更となり 

当協会 3店舗は紙のままのクーポンと電子クーポンが利用できる申請をした。近隣の道の駅などの 

観光施設では紙クーポンが使えないところが多かったので、その恩恵を受けることができたと思います 

 

 

（４）鹿児島山形屋商談会初開催 

〇8月 31日（木）エルラプラザ展示ホールにて鹿児島山形屋バイヤー10名を迎え 

     町内食品製造、加工事業者 8組に札幌から 1組の全 9組が商談会に参加した。中井 

観光農園のりんごジュース 6ケース、72本が鹿児島県内山形屋の 12月に開催の催事で 

販売されました 

2023年 9月 14日北海道新聞朝刊・小樽/後志面 

 



 

（５）  映画撮影への協力 

〇2024年 9月公開予定の映画撮影に協力 

〇監督およびプロデューサーとロケハン同行、施設使用許可申請、エキストラ探し 

〇撮影時の約 30人分の弁当を町内飲食店 2店舗に発注した。 

監督のイメージにピッタリだった余市運動公園野球場   

                          

2. まとめと次年度の活動予定 

新商品の開発と販売、催事参加、旅行支援クーポンの活用、映画撮影への協力などを通して、余市町の観光

振興および地域活性化に寄与してきました。最終年度の令和 6年も地域資源の有効活用を行い観光協会の売

上げアップに貢献できるよう引き続き活動したいと思いました 


